
夏のクチナシ、秋のキンモクセイと共に

日本の三大香木の一つに数えられます。

沈丁花【ジンチョウゲ】という名前は、花の

香りが香木の沈香（ジンコウ）に似ている

ことと、十字型の花の形が丁子（クロー

ブ）に似ていることに由来しています。

早春、葉が芽吹く前に花が咲くので

木全体が鮮やかな黄色に染まります。

直径4～5mmの小さな花が、１か所に

20～30個かたまって咲きます。秋に

成る楕円形の赤い実は薬効があり漢

方などに利用されます。

花便りに関するご質問は井の頭恩賜公園案内所(℡0422-47-6900)までお問合せ下さい。

ジンチョウゲ（ジンチョウゲ科） サンシュユ（ミズキ科）

ジンチョウゲ

サンシュユ

ひゃくさいくん・ひゃっこちゃん


